
目的：アンケート調査でわかった車椅子の不便な部分を改善することで、

従来よりも使いやすい車椅子を設計すること。
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〈まとめ〉

調節できる箇所を増やしたことにより、個人の使い
やすいようにカスタマイズできるようになった。多くの
機構を組み込んだため車椅子自体が重くなってしま
うが、素材を変えることで改善できる。

具体例１：ブレーキ

車椅子自体を床面から持ち上げ
て固定し、タイヤのずれる要因を
なくす。

具体例２：手すり
スライドすることで、自分の
体型に合った座幅への調
節が可能になる。

〈アイデア〉
ブレーキ：浮かして固定力アップ
手すり：スライドさせ座幅を調節
足載せ：伸縮でき邪魔にならない
座面：ボルトによる高さ調節

〈模型図〉


